
令和4年度　 自主研究発表会 
　　　　　　　　　　　　　   熊本市教育センター研究モデル校

熊本市立五福小学校　公開授業及び授業研究会

研究主題 
「対話を通して協働的に学び続ける子どもの育成」 
～STEAM教育の視点を取り入れた探究的な学習プロセスを通して～



　　研究の構想
研究のイメージ 

通常の各教科での授業 

土台となるもの 

発表の提案① 
子どもが学び取る各教科で

の授業の工夫 

  
 単元を通した課題 

１時間の課題 

視点① 

ふりかえり 

視点③ 

子どもの探究と表現 

視点② 

○協働的に学ぶよさを知り、自ら学び続けようとする子ども 

○探究的な学習に進んで取り組み、五福や熊本が大好きな子ども 

（総合的な学習の時間や各教科） 
１ リアルな課題に系統的に取り組む 
２ カリキュラムマネジメントを工夫し、教科横断的に
取り組む 

３ 情報活用能力をベースにした学習プロセスで進
める 

五福小の研究 
対話を通して協働的に学び続ける子どもの育成 

～STEAM教育の視点を取り入れた探究的な学習プロセスを通して〜 

子どもがやってみたい 
解いてみたい 

内容知・方法知 学び合い 

各教科領域で身に着けた力 

リアルな社会で

生かしてみる 

発表の提案② 
各教科で身に着けた力を生かして 
実社会での問題解決に取り組む 

授業実践 

身につけた力を 
各教科で生かす 

めざす子どもの姿 ＳＴＥＡＭ教育 

①課題の設定 ②情報の収集 ③整理・分析 ⑤振り返り・改善 ④まとめ・表現 

情報活用能力をベースにした学習プロセス 



　　日頃の各教科の授業における工夫
情報活用能力をベースにした 

学習プロセス

情報
活用
能力
をベ
ース
にし
た学
習プ
ロセ
ス

課題の設定

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

振り返り・改善

視点① 
協働的な学習につながる課題の工夫 

単元を通した課題

視点② 
子どもの探究と表現活動の工夫 
対話による協働的な学び合い 

ICTの効果的な活用 視点③ 
学びを実感する 
振り返りの工夫 
振り返りシート



　　日頃の各教科の授業における工夫
単元構想案

単元構想案 
単元を見通した構想案を
作成。パフォーマンス課
題や視点、STEAM教育
との関連について明記し
ている。また活用する
ワークシートやシンキン
グツールも入れている。



　　日頃の各教科の授業における工夫
授業構想案

1時間の授業構想案 
1時間の流れがわかる授
業構想案。項目ごとに色
分けをし、記入する。単
元構想案と同じように本
時で活用するワークシー
トやシンキングツールを
入れている。



　　視点①  協働的な学習につながる課題の工夫 単元を通した学習課題

単元を通して取り組む課題（パフォーマンス
課題）を設定することで、協働的な学習につ
なげる。

5年生　社会科 
「学んだことをもとに沖縄のCMを作り、

お家の人に見てもらおう」

４年生　図画工作 
「絵から聞こえた音を表現して
4の2音の美術館をしよう」



　　視点②  子どもの探究、表現活動の工夫 対話による協働的な学びの工夫

相手の話を聞き、話をつなぐ｡ 
自分の考えがわかるように話す｡

「これは何かな？」 「この人に 
パスをしたら…」

2年生「まちたんけん」 
写真をもとに 

調べたいことを考える

6年生「ボール型ゲーム」 
タブレットを操作しながら 

作戦を立てる
１年生 

「すきなきょうかは　なあに」

「
そ
う
な
ん
だ
〜
。
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　　視点②  子どもの探究、表現活動の工夫 ICTの効果的な活用

情報を整理し、考えを広げ深めたり､
相手に伝わるようにまとめる。

シンキングツールの活用 iPadアプリの活用

子どもの表現力、創造力を高める。



　　視点②  効果的なICT活用の工夫 iPadアプリの活用



　　視点③  学びを実感する振り返りの工夫 ふりかえりシート
学習の最後にふりかえりをし、次の学習へ
とつなげたり、本時の学びを価値づけたり
する。

低学年は実態に応じて、プリントや
ノートを活用。

共通の振り返りシート｡｢めあて｣
「みんなでの学び｣「自分自身の
学び」の３点で自己評価し､その
後文章で振り返る。



　　STEAM教育 五福小のSTEAM教育

五福の町を
テーマにした 
探究的な学習

①リアルな課題に系統的に取り組む

③情報活用能力をベースにした 
学習プロセスで進める

②カリキュラムマネジメントを工夫し 
教科横断的に取り組む

STEAM教育…実社会の問題を解決する教科横断的な学び



　　STEAM教育 系統的な取り組み



　　STEAM教育 カリキュラムマネジメント
生活科、総合的な学習の時間のカリキュラムを各学年で見直し、教科横断的に取り
組めるように単元構想図を作成する。



　　STEAM教育 カリキュラムマネジメント
校内研修にカリキュラムマネジメントを位置づけ、昨年度のものをもとにして計画
をブラッシュアップしていく。

実際に町を歩き、教師自身が町のことを知る 学年部で話し合い、カリキ
ュラムマネジメントを作成 全体で共有

昨年度の計画 今年度の計画



　　STEAM教育 カリキュラムマネジメント
カリキュラムマネジメントを行うことで教科のつながりが意識できるようになる｡

社会科の町探検からお寺の
数や古い建物に目を向け、
課題を作っていく。

国語科の「和の文化」の学
習が町の魅力を伝えるフッ
トパスにつながる。

ふりかえりの中に
教科のつながりに
ついて書く子ども
もいる。



　　STEAM教育 地域・行政・大学等との連携
産学官の学校以外の人材を積極的に活用することで、子どもの視野を広げたり､
専門性からの理解を深める。

1年生　地域の老人会 
「福寿会」との昔遊び交流

2年生　川尻小との 
「まちじまん」交流

3年生　地域のお寺を訪ね 
一町一寺やお寺について学ぶ



産学官の学校以外の人材を積極的に活用することで、子どもの視野を広げたり､
専門性からの理解を深める。

　　STEAM教育 地域・行政・大学等との連携

4年生　公民館の先
生から公民館の役割
や取り組みを学ぶ

6年生　都市デザイン
課の方から景観の
取り組みを学ぶ

5年生　フットパス協会
の方にフットパスコース
づくりのポイントを学ぶ

あおぞら　県立大の
学生からプログラミ
ングについて学ぶ



　　STEAM教育 具体的実践（6年生）

地域の方から、五福の町の歴史を教
えてもらう！

自分達にできることを
通して感謝を伝える

GarageBand を使い、五福町をア
ピールするラップを作成。地域のイ
ベントで発表を行う。

国語の「町の幸福論」の学習を生かし、未来の町について
プレゼンテーションを使い発表を行う。発表会では、ゲス
トティーチャーの方々から、アドバイスをいただく。

五福の町のために自分達が
できることとして、ゴミ拾
いを計画、実施する。

振り返りを次の学習
に活かす。

ゲストティーチャーとして熊本市役所
都市デザイン課の方をお招きし、町の
課題について教えてもらう。



　　STEAM教育 具体的実践（6年生）



校内研修の工夫

学校教育目標の具体化

「自ら考え行動でき
る子ども」って？

「対話を通して協働的
に学び続ける子ども」
を育成するために大切
なことって何？

学校教育目標 
「五福精神を基底とし、自ら考え主体的に 

行動できる子どもの育成」

対話とリフレクションによる 
授業研究会

「素直で思いやりの
ある子ども」って？

具体的な子どもの姿で考える

「ここはよかった！」 
「ここは、こんな方法
でやるといいかも。」

これからの自分の授業
にどう活かす？



校内研修の工夫



分科会　協議の視点 

　① 対話を通して協働的に学ぶ授業について 

　② 教科横断的に探究的な学びを成立させるには何が大切か


